
議会所管事務調査　令和8年7月16日

 　議会の所管事務調査で、石川県の珠洲市を視察してきました。
当日はリブート珠洲（能登半島地震からの復興支援ツアー・防災研修プログラム）の担当者の方に
現地案内していただきました。
　現在、人口10,002人、世帯数5,045戸（住民基本台帳、2026年6月時点）で人口減少率は32.4%
と震災後減少がすすんでいました。「公費解体もあり片づけは進んだが。更地が増えた。」と言われ
るように、海岸に近い商店街は無くなり、見渡す限り空き地になっていました。主要道路が復旧
し、奥能登までのアクセスは回復しているが、応急復旧工事の為、段差があり快適なものではあり
ませんでした。断水が続いていたエリアでも、水道はほぼ復旧しつつあるが、復旧するまでに6ヶ月
から8ヶ月かかり、水の確保は改めて必要だと認識されました。
　仮設住宅(応急・恒久)が整備され、「とりあえず住む場所」は確保されたが、この地にとどまるべ
きか、新天地に移り住むか、さまざまな思いがあるようでした。
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珠洲市の「見附島（みつけじま）」は、「軍艦島」とも呼ばれるシンボル的な無人島だが、

震災後崩落で形状に変化があった。地盤の隆起により浄化槽は据え置いた状態。
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